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「感謝」 
〜人と人との心を繋ぐ未来のために〜 

 

公益社団法人山梨青年会議所は昨年度４５周年の節目を迎え、５０周年と言う大き

な節目に向けてまた新たな歩みを進めます。 

その第一歩となる２０１８年度は、我々の地元「山梨」を見つめなおしていきます。 

我々はこの「山梨」の地で生活し活動していますが、それらは全て、家族、この地に

暮らす人々など多くの方々と、地域、関係団体の皆様のご理解とご協力により成り立っ

ています。そのような皆様、地域・環境に感謝し、相互の理解を深め、協働し、共に山

梨の魅力を再発見していくことが、より良い「山梨」の実現のための礎となると確信して

います。その全てを繋いでいくキーワードが「感謝」であると考えます。他人に感謝する

ことで地域のつながりが生まれ、地域に感謝し注目することで地域への興味・関心が

生まれ、新たな魅力が再発見され、それらの相乗効果により郷土愛が生まれ、そのよう

な人々の輪が地域を動かし、山梨の未来を描く人材が増え、魅力的で活力のある山

梨になっていくと考えます。 

今年一年、感謝の気持ちを持ち続け、互いに尊重し、理解を深め、魅力と活力の溢

れる山梨の実現のため、若い力を結集し、希望と覚悟をもって心を動かす活動を行っ

ていきます。 

 

〇障がい者福祉推進委員会 

山梨市には様々な障がい者支援施設があります。しかし、それぞれの施設にどのよ

うに人々が生活をしているのかを多くの市民は正確に理解していない現状があります。

障がい者福祉について利用者や従事者の視点・現状を知り、人々が互いに関心を持

ち、認め合い、感謝し、全ての人が明るく輝ける活力ある社会の実現のため、相互の

理解を深める事業を行います。 

 

 



〇青少年育成委員会 

青少年育成事業は公益社団法人山梨青年会議所において最も歴史がある事業で

す。未来の山梨を背負って立つ人材の育成のため、子供達が様々な活動を通し、山

梨の魅力を自ら発見し、自らの生活する地域や環境に感謝し、そして山梨で活躍する

人材となるきっかけを与えることができるような事業を開催します。 

 

〇未来のまちづくり会議 

 山梨市が「住みよく明るい未来が描けるまち」になるよう、地域防災を中心としたまち

づくりに関する様々な体験をし、山梨の持つ力・魅力を再発見し、地域を想い、感謝

する心を育むことができるような事業を行います。 

 

〇アカデミー人材育成委員会 

 アカデミー会員の若い視点・感性と山梨青年会議所の経験を融合して、地域や青年

会議所の魅力を再発見し、身近な人々や環境に感謝する心を育み、未来の山梨を担

う人材を育成する事業を行います。 

 

〇会員・家族交流会議 

 日頃の青年会議所活動において、家族の理解と協力は必要不可欠なものでありま

す。日頃の青年会議所活動を支えてくれている家族に感謝し、交流を深め、家族に青

年会議所の活動を理解していただく事業を開催します。 

 

〇総務室 

 公益社団法人山梨青年会議所の円滑な運営のため、必要となる事務・会計を行い、

ホームページやＳＮＳ等を通して我々の活動を発信するとともに、今後の山梨青年会

議所の活動をより充実して安定したものにするために必要不可欠な会員拡大事業を

行い、感謝をもって会員同士、また、会員と入会候補者とをつなぎ、ＬＯＭの安定した

運営を行います。 


